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成周王朝と「上下」考 (上)
―「上下の旬有」と「豊年」一
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―. は じめに
嘗て述べたように,多種多様な世界を包括する,成周王朝の君主の二つの “位"の内,“文王"の
功績に比定された「天命の鷹受」者即ち「天子」の “位"の内容は,西周中期には,「上下を旬有し
て,造わせて高邦を受く」 (「旬有上下,造受高邦」)(史塔盤銘)とあり,この「途わせて高邦を受
く」の部分は,周初には「民と彊上を受く」 (「受民,受彊土」)(大孟鼎銘)とあった。即ち, この
「天命の鷹受」者の内容は,「上下の旬有」者である偏 き「上下」祭所日の主体者と,「高邦」又は「民」
と「彊土」を合わせて天より受けた者との,二つの部分からなっていた。ち
又,この「上下の旬有Jの「上下」は,もう一方の成周王朝の君主の “位"である,“武王"の功
績に比定された「四方の旬有」者即ち「王」の “位"と,「上下」,「四方」の対文で説かれるもので
あつた。この「上下の旬有」者に対する「四方の旬有」者とは,“彫弓矢"的性格をもつ,主として,
「四方」 (「四国」)の賛方が引き起こす国際的紛争の収束。“乱"の鎮定をなす者 (「不廷方の率懐」・
毛公鼎銘),又,「四方」領域の公平なる裁定者・調停者という性格をもっていた②。
この「天命の暦受」者と「四方の旬有」者との両位が合わさって,はじめて,民族の多様性をも
った,広木な「高邦」領域を統合する先秦王朝としての,成周王朝の開設を意味したのである。
そして,“文王"の功績に
'と
定されるこの「上下の旬有」は,西周金文や『周書』などから,「上
下の若否と四方とに新許めよ」(毛公鼎銘)や,「克く上下に奔走す」(周公骰銘),「嫁んで上下を祀
る」(召詰)などとある,祭祀対象となる「上下の旬有」の「上下」諸神について,周初の「克 く上
下に奔走して,帝,命を有周に終えること無し」(周公骰銘)や,「我が後嗣子孫に在りては,大い
に克く上下に恭せず (んぼ),…乃ち其れ命を墜とさん」(君束)などとあるように,克くこの「上
下」諸神に奔走,恭敬することが,天命の永続につながることが主張されていた。ち
そして,この天命の永続は,更に,先の周初の「帝,命を有周に終えること無し」(周公骰銘)や,
「盃顕なるかな文・武,皇天弘く灰の徳を歌き,我が有周に配して,大命を鷹受す」(毛公鼎銘)な
どのように,“文工"の受命と共に,“文王"が君たる「有周」 (「周邦」)自身の受命を考えることに
よって,氏族的紐帯をもった世襲 (血統)主義との結合がはかられていたω。
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そこで本稿と次稿以下では,王朝開設の条件の内,この「天命の麿受」の一部分を構成する,広
大な王朝の領域 (「高邦」)を支配するためにとられた,「四方の旬有」に対する「上下の旬有」の最
大の目標とするところと,この,編く祭〒Eされた「上下」諸神の具体的内容について考えてみたい。
そして,“文王"の「天命の膚受」の内容が,「上下を旬有して,造わせて高邦を受く」とあった
ように,前者の「上下の旬有」の下に結びついて,後者に「造わせて高邦を受く」(「受民,受彊土」)
と言う,合わせて「高邦」又は「民」と「彊土」を支配するその “位"を天より与えられたと言う,
受命思想が結合していた。この両者,即ち「上下の旬有」と「途わせて高邦を受く」との結びつき
の意味するところについて,更に考えてみたいと思う。
三.現天子 (共正)が,王朝の開設者・ “文王・武王"の功績 を承 け継いだことについて
成周王朝開設の一条件と考えられた,「上下の旬有」の目的に解答を与えるのは,やはり,“文工"
の「上下の旬有」を記す史培盤銘である。ち長文の盤銘は,史培の先祖考五代の功績を後半部に列挙
し,前半部に,それに対応するように周の六工の功績を列挙していたlel。
作器者がこの対照をなし得たのは,史培家の系譜が同出の関連器と合わせ,微史剌祖,作冊折(祖
幸),史培と称し,又,折,豊(乙公),凛諸器に冊形の図象銘を加えるように,史塔家が代々史官
をもってつかえた家柄であり,元来,殷系の,当時有数の知識階級であったことと無関係ではある
まい0。 このことは,周天子の系譜表の原型やその成立過程を考える時に示唆を与えるものである。
今,このことは措 くとして,盤銘は,初めに六工の功績を挙げた後,次の史塔家の先祖考を列挙す
る間,現天子 (即ち共工)を讃えて次のように述べている。
天子区しみて文・武の長刺を届ぎ,天子箕めて匂 (害)うこと無し,上下を撼祁して,運慕を重
(極)め獄む,具招具 (歎)うこと亡く,上帝司要して,尤いに天子の結命を保受 (授)す,厚福
豊年にして,方曇却見せざるもの亡し(「天子区届文武長刺,天子葺無匂,寒祁上下,睡獄逗慕,具
婿亡異,上帝司婆七尤保受天子結命,厚福豊年,方彎亡不朋見」)
この一節は,文意がとり難いと言われているが,この文章を解 くかぎは,この文章の最初に,現
天子即ち共工が成周玉朝の開設者・“文王"と“武王"との功績を承け継いだことを言う点にある。
即ち,はじめの「天子,区しみて文・武の長刺を届ぎ」とは,「区届」の 睡艶 は,金文に「鶴区」
の連文が習見する。通釈に『書』の盤庚「天命をJle謹す」に近いとして,「区」を格謹の義とする。
徐中舒,李学勤,襲錫圭の各氏も,積微居などを引いて格の義とする。李氏に「毛公鼎 “区夙夕敬
念王畏不陽",首字楊樹達≪積
微居金文説>読為格,是正確
的」とある181。敬,格の義でよ
い。「届」は,徐氏は『玉篇』
を引いて,「鑽之古文,鑽奥績
通,績,継也。」と解する。李
氏,唐氏に同じ°ち即ち,「績」
は鑽で,継ぐの意味である。
「文・武の長刺」の「長刺」
は長烈。そうすると,ここは
現天子が “文工・武王"の長 史 塙 盤
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烈を継いだことを言う。“文
王・武王"とは,成周王朝
の開設者,烈とは功業であ
る。
そうすると,現天子が“文
王・武王"の功績を承け継
いだと言うことは,同じ,
この盤銘冒頭等に言う,エ
朝開設の条件,即ち“文王"
が成した功績としての「上
下の旬有」と,“武王"が成
した功績としての「四方の
御有」との両方を継いだこ
とを言うことになる(10ち現
天子 (嗣天子工)が承け継
いだと言う “文王"と“武
王"との具体的功績を念頭
に入れて,以下の文章を読
む必要がある。従来の解釈者の弱点は,王朝開設の条件,即ち,この “文王"と“武王"のそれぞ
れの功績を具体的に掴んでいないことである。この視点から以下の文章を読み,「上下の旬有」の最
大の目標が,民族の多様性を包み込む,“年穀の豊穣"傾日ち,祈年祭)にあったことを証明したい。
次に「天子,葺めて匂 (害)うこと無し」は,「雲」は李氏,唐氏は金文に習見する眉壽で,「句」
は害,そして『詩』・悶宮の「眉壽にして害有るなし」等を引く。襲氏は「葺」を眉壽の眉とするも,
査或は勉に読み,「“句"似営讀為 “害",二字古通,頗疑漢代成語 “文無害"就是由 “葺無匂"演憂
来的。」とする。通釈も,葺は書々の義で,銘文の意は『詩』大雅・文王の「査々たる文工,令聞己
まず」の意に近いとする。そして,馬瑞辰の毛詩偉箋通繹を引いて,「天子琶めて旬むこと無し」と
読み,“文王・武王"の功烈を襲いて,これを墜さざる意とする(11ちセゝずれにせよ,上文に現天子が
王朝の開設者・“文王・武王"の功績を承け継いだことを言うから,ここは,それをうけて,現天子
がそれによくつとめて誤りなく,咎めなきことを言うものであろう。
次の「上下を終祁して,運慕を最 (極)め獄む」は,その現天子 (即ち共工)が上文に言う “文
王"と“武王"の功績を承け継いで,よくつとめた具体的内容である。
三.「上下の旬有」と「豊年」について
成周玉朝の君主,即ち現天子がよくつとめた具体的内容を言う,現天子が「上下を撼祁して,運
慕を重 (極)め獄む」の内,先ず上の「上下を柊祁して」を見る。この「上下を終祁す」の「柊祁」
は,徐氏は「柊」は抜取,「祁」は提の義とし,「提抜上下各級大臣之意」と解する。李氏は「諜祁」
と釈して,虔譴と読み,「上下」は「指君臣」として「本旬是上下虔譴的倒文」とする。唐氏は「撫」
は挙で,「祁」は示とし「宣示上下」の義とする。荼氏は嗜突汗F」 と釈して,読みて藩産となし,詰
訓の義で,「含有曲意奉事的意思」と解し,又,「上下」は「上下之神」似「天神地祗)で,ここの全
史塙盤銘 (はじめから6行日の下から2字目より, 9行日の下から4字
目までが,現天子に対する言葉に当たる)
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体の意味を「大概是詰訥以事上下之神的意思」と解する。通釈も差々の義として,その神事につと
める意とする(10。
ここの「上下」を徐氏,李氏,唐氏等のように,「上下各級大臣」とか「君臣」等と解するのは,
これらの諸氏が,この盤銘冒頭の “文王"の功績としてある「上下を旬有す」の「上下」を,「廣有
天下臣民」とか「上下指君民,意思是説文王諸臣能上利子君,下佑子民」,「概括各方面」と解した
のと同じで,嘗て述べたように誤りである(10。
「上下の旬有」が神秘的な範疇に属する「天命の麿受」の一部分を構成し,王朝の君主の “位"
が,現実の「四方」に対する支配権の確立を意味する “武王"の「四方の旬有」と「上下」,「四方」
の対語で説かれていること,即ち,換言すれば,この両者を合わせて,初めて成周王朝が成立した
と考えていること,そして,「上下」の用例が,段墟甲骨文や西周金文,又『周書』,『詩』などの古
い成立をもつ文献等において,すべて「上下」諸神の意味に使ってあることが理解されていたとは
思えない。盤銘冒頭に見える「上下の旬有」の「上下」は,嘗て論証したように,偏く祭祀される
「上下」諸神の意味であった。う。
この盤銘以外に見える西周金文の「上下」の用例は,嘗て見たように,周公段銘(両周録二〇オ)(1取10
に
……/T‐稽首して,天子の灰の順福を造したるを魯ぎ,克く上下に奔走して,帝,命を有周に終え
ることなし,……
とか,毛公鼎銘 (両周録一三一オ～又一三一オ)(1のに
……王曰く,父層よ,……小大の政を未み,朕が位を口∵け,上下の若否と四方とに競許み,死め
て動せしむること母れ,……
などとあった。これらの「上下」は,「天命の膚受」や君主の “位"に関係して説かれ,「上下に奔
走す」,「上下の若否」と神意に関する「奔走」,「若否」とあるように,「上下」諸神の意味で使われ
ているのである。そこで,この「上下を撼祁して」の「上下」だけが,しかも同じ盤銘冒頭の「上
下を旬有す」の「上下」と異なり,「上下臣民」,「君民」などの意味で使われているとは,到底思え
ない。ここは直ぐ上に,現天子が “文王・武王"の功績を承け継いだとあったように,“文王"の功
績としての「上下の御有」の「上下」と同じく,「上下」諸神の意味で使つてあるのであり,その意
味で襲氏の解釈は至確であろう。
この「上下を擦祁して」の意味は,「克く上下に奔走して」(周公骰銘),「上下の若否に新許み」
(毛公鼎銘),「上下にレ否し」(察侯馨盤銘),「克く上下に恭み」(君束),「嫁んで上下を祀る」(召
詰)などのように(10,盤銘冒頭の,“文王"の功績とされる「上下の旬有」に対応して,克く「上下」
の神々につとめ,祭所日,恭敬したことを言うものである。
そうすると,上文で,現天子が王朝の開設者・“文王"と“武王"との功績を承け継いだと言い,
その内,“文王"の功績に当たる「上下の旬有」に対応して,「上下の撼祁」即ち克 く「上下」諸神
につとめたなら, もう一方の「運慕を盟獄す」は,“武工"の功績に当たる「四方の旬有」 (「不廷方
の率懐」)によくつとめたことを言うものであることが,その対応から推測される。それは又,下文
の「方賛,却見せざるもの亡し」にもよく対応しているのである。
この,“文王"の「上下の旬有」に当たる「上下を撼祁す」と対になっている,「運慕を藪獄す」
は,先ず「盟獄」は,唐氏は,「亘」は「極」で,「獄」は熙。通釈に,『詩』大雅・文王,周頌・異
天有成命等を引いて「極め熙む」と読む(19。この「極」(販)の西周金文での用例は,「四方」の内,
「東国」に起こった賛方の争乱の鎮定を記す周初の班毀銘 (両周録九オ)Pのに,「王位を考けて,四
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方の極と作れよ,……三年にして東国を静め,成せざる亡し」とあり,「四方の旬有」の「四方」の
準則として,「王」の “位"と共に説かれている。断代にも,毛公鼎銘の「汝に命じて,一方に極た
らしむ」,君束の「汝を民極と作す」,商頌。段武の「商邑翼翼,四方の極」等を引いて釈してある°1ち
「運慕を極獄す」の「逼慕」は,唐氏は「運」は桓で大の義,「慕」は譲に通じ,謀と解する。襲
氏は「桓譲」と釈して,桓は大,そして「桓譲」は盤銘上文にある,穆王が「宇誨に型帥す」の「評
謀」 (「宇誨」)に近いとする。通釈にほぼ同じ。り。この「宇誨」は,「宇」は大,「誨」は李氏が『説
文古籍補』を引いて,「誨」は謀に通ず,又謀は誤に通ずと解し。9,諸氏もほぼ同じである。「慕」,
「誤」,「謀」,「誨」らは皆同義であろう。
この「宇誨」の例として,蓑氏は『詩』大雅・抑を引く94ちそこに,王朝の「四方」 (「四国」)経
営を述べて
……競うこと無き維れ人,四方其れ之に訓う,覚たる徳行有り,四国之に与?,最評↑を定め,
遠猷辰に告ぐ,……爾の車馬,弓矢戎兵を修め,用て戎の作るを戒め,用て曇方を逐けよ
とあり,やはり「四方の旬有」の「四方」の準則を言うと共に,「訂譲」,「遠猷」とある。「H―T誤」
は毛伝に大謀。「宇誨」と同じ。この詩には,「訂誤」,「遠猷」と共に,工朝成立の対象となる「四
国」,「四方」領域の経営を言い,下文に軍事甲兵を言って「賛方を穆けよ」の語旬が見える。この
「評譲」,「遠猷」も,「運慕」,「宇誨」と同義であろう。
この「評誤」,「遠猷」と同義となる,この盤銘の「運慕」の「慕」の西周金文での用例を見ると,
やはり,「四方」経営の安寧秩序について述べている。即ち,萬鼎銘に90,南准夷,東夷が引き起こ
した「南国,東国」の争乱を高が鎮定したことについて
高曰く,盃顕にして起起たる皇祖穆公,克く先王を英旨して,四方を貧む,……霊侯駅方,南准
夷 。東夷を率いて,南国 。東国を広伐し,……津に武公遁ち高を遣わして,公の戎車百乗 。斯駅二
百 。徒千を率いせしむ,曰く,子に朕が粛慕を匡み,西六師,殷八師を衷|めて,≡侯駅方を伐て,
とある。
この「朕が粛慕」の「慕」も謀猷の義で,上文に言う「四方」 (「南国・東国」)の賛方の争乱の収
束を指す。又,属工自身の作と言球 段銘90に「王曰く,余,小子と雖も,・……朕が,いを横致して,
四方に施せり,……其れ格れり前文人,……宇慕遠猷を宣導す」とある。この王が「朕が,いを横致
して,四方に施せり」(意訳,朕が,いを広めかがやかして,四方におよぽせり)の「四方に施せり」
は張亜初氏は「四方の旬有」の義に近いとする¢つ。「王」位の性格から言つてそうであろう。そして
下文の「宇慕遠猷を宣導す」も,先の「逼慕」,「粛慕」,「宇誨」,「訂譲」,「遠猷」と皆同義で,上
文に言う工の「四方」経営 (「四方の旬有」)の安寧秩序に関し,その「宇慕,遠猷」即ちそのため
の謀猷を指すであろう。
又,「桓慕」,「宇慕」と同義の,この款骰銘や大雅・抑の「遠猷」の「猷」も,西周金文に「四方
の旬有」の「四方」経営に関して屋々見えている。即ち,宗周鐘銘 (両周録二五オ)。0に「南国」
の
量璽ぼ酵星号曇法象言ひ基⊆τ亀唇写「 南国の月艮子敢えて我が上を合虐す,玉敦伐して其れ至れ
り,灰の都を裁伐す,……南夷 。東夷の具に見するもの二十有六邦,……朕猷成有りて競う亡し,
……獣其れ高年,唆く四国を保んぜん
とあり,「南夷 。東夷」の具見するもの「二十有六邦」を言って,「朕猷成有り」とある。
この「朕猷」の「猷」とは,やはり謀猷で,上文の「南夷・東夷」の賛方の争乱の鎮定を指し,
豊田 久 :成周王朝と「上下」考 (上)
未文に言う「四国」 (「四方」)を保んぜんことを願う「朕猷」の成就が「朕猷成有り」であるPの。こ
の器の作器者「鉄」は,先の鉄日と同一人の属工胡説が有力である。の。
したが
又,『詩』大雅・常武に「王」が東夷の「徐方」を征した時のことを,「彼の淮浦に率いて,此の
徐上を省せよ,……測られず克たれず,濯に徐国を征す,玉猷允に塞つ,徐方既に来る,……四方
既に平ぐ,徐方来庭す」とある。この「王猷」の「猷」も謀猷で,宗周鐘銘の「朕猷」と同じ。そ
の対象も,「四方」の内,「徐土」経営の安寧秩序を言う。又,「徐方来庭す」は,嘗て述べたように,
“武王"の「四方の旬有」に当たる,「四方」が王命に月又し,王庭に来朝せざるものなしの意味の「不
廷方の率懐」(毛公鼎銘)と同じで(31ち盤銘下文の「方賛却見せざるもの亡し」と全く同義である(後
述)。 この他,毛公鼎銘,師詢骰銘 (両周録一三ニオ)の工の命書中にある「我邦小大猷」,『周書』
文侯之命の「王若いて曰く,……越に小大の謀猷,率従せざるなし」等も皆同義である。又,偽古
文尚書,湯詰の「克く灰の猷を綾んぜしむるは惟れ后」も同じ。
これらから,吹尋謡」,「粛慕」,「宇慕」や「宇誨」,「訂誤」,「遠猷」,「朕猷」,「王猷」等の語旬と
一緒に見える用語や内容例は,「四方」,「四国」経営と「量方の争乱」の収束に関することがその大
半である。このことは,成周王朝の君主即ち「王」の謀猷において,その最も重要なものは,王朝
経営の対象領域 。「四方」 (「四国」)の安寧秩序であり,それに反する最大のものは,主として「曇
方」の引き起こす争乱であったろう。これは,王朝の開設者・“武王"の功績とされる,王朝成立の
対象領域 。「四方」を現実的に偏く秩序立てる “彫弓矢"的な「四方の旬有」 (「不廷方の率懐」)に
対応するものである。
又,「運慕」の「逗」の方は,諸氏ほぼ桓と釈す。その金文例を見ると,先の量夷の争乱の鎮定を
記す萬鼎銘に「盃顕にして起起たる皇祖穆公,……四方を隻む」とあり,誘季氏伯盤銘 (両周録八
十八オ)に。か,夷狭を伐って功績を挙げたる子伯について,「戎功を壮武して,四方を経維す,……
起起たる子伯,……用て賛方を征せよ」とある。これらの「起運」は諸氏「桓桓」と釈す°9。 そし
て,『周書』牧誓の「尚くは桓桓たること虎の如 く」の伝に「武貌」とあり,又,『詩』周頌・桓に
「桓桓たる武工,灰の上を保有し,子に四方を以てす」とあり,序に「桓は,武を講じ……,武志
なり」とある。
ここ                  とおざ
又,魯頌。洋水にも,淮夷を伐つて「桓桓として子に征し,彼の東南を選く」とある。「遂」は先
の大雅 。抑の「訂誤命を定め,遠猷辰に告ぐ,……弓矢戎兵を修め,用て戎の作るを戒め,用て量
方を逐けよ」の「邊」と同じ。この「迭」は,「克 く准夷を送く」(曽伯乗篭銘,両周録二〇七オ,
ウ),「以て四国を綴んじ,王悪を糸し遂せよ」 (『左伝』信公二十八年の条,晋文の侯伯の命書)の「遂」
と同じで。0,命書の「王悪」の「悪」は「(武王)・・…・灰の悪れたるを聞きて,四方を旬有す」(大
孟鼎銘。両周録一八オ)の「悪」に同じ,「四国を綾んじ」は,「四方の旬有」に近い。「四方」,「四
国」,「貫方」,「王蕉」,「量方を選 (返)く」,「訂誤」,「遠猷」等は「四方の旬有」 (「四方」領域の
経営)に関し,一つのグループを作っていた語旬である。以上の金文の「桓桓」は,連言するが,
「四方」領域の経営に対する武事を言う例である。又,『逸周書』論法解。けにも「桓」を「上を辟き
遠きを服するを桓と曰う,……上を辟き国を兼ねるを桓と日う」と解釈している。これらは,「桓慕」
の「桓」の意味を考える時に,王朝の「四方」支配の武貌を言う例として注目される。
以上からして,上文に言う,この現天子が王朝の開設者・“文王"と“武王"との功績を承け継い
でよくつとめた具体的内容,この「上下を柊祁す」と「逼慕を極研す」とは,その “文玉"の功績
としての「上下の旬有」風「ち偏き「上下」諸神の祭祀と,“武王"の功績としての「四方の旬有」員口
ち現実的な「四方」経営の安寧秩序とに,それぞれよく対応していることが分かる。それはまさに,
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先の毛公鼎銘に「王」が言う「朕が位を口守け,上下の若否と四方とに競許めよ」とにも,それぞれ
よく対応しているのである。
次に,「畏招異 (歎)うこと亡く,上帝司曝tて,尤いに天子の結命を保受 (授)す」とある。「臭
用呉 (敦)うこと亡く」は,徐氏は,「具」は異天,「昭」(「用」)は照臨の照で,「具」は師詢段銘,
静骰銘を引いて「具典歎同,師旬量,静亀之異字皆釈為歎,可証。亡具即亡敦,古常用語。歎厭也,
厭奥屡同,言飽足也。」とし,歎,厭の義と解する。李氏は,『詩』大雅。抑の「異天孔だ昭かなり」
を引いて「異昭」は天を指し,「亡臭」は,毛公鼎銘の「皇天臭うこと無く」を引いて古書常見の無
歎とし,無厭の義とする。通釈に,「異婿亡臭」の「亡具」は他の器銘に「亡巽」というもので,無
厭・無歎の両義があるとし,無厭ならば主語は多く皇天・具天であり,また無歎ならば「臭燿」は
状態詞となるとする・ 0。 ここは,毛公鼎銘の「皇天歎うこと亡く,我が有周に臨保し,先工の配命
を盃撃にす」や,師詢骰銘の「皇帝敦うこと亡く,我が灰れ周と四方とを臨保し,民,康静せざる
亡し」等,ここに「無駒 は「皇天」の厭い嫌うことなき満足を言うのが参考となる。上文に言う
現天子が “文王・武王"の功績を承け継ぎ,それによくつとめたことに対し,皇天がそれを満足し,
嘉したことを言うものであろう。
次の「上帝司唆して」は,李氏は「司」は思となして語中の助詞,鴫毒」は柔,安,保の義とする。
唐氏は,「司鍋 は嗣夏で夏祝,下文の「九保」は巫祝として下に属けて読み,荼氏は上帝と后櫻に
解す。通釈は FT」を燕に近い字形として,「上帝司燕 (祀宴)せられ」と読む。0。「l■」の釈文は
原字と少し異なるが,ここは次の文旬からして,上の「具畑具 (歎)うこと亡く」とともに,皇天
上帝が上文の現天子の努力を嘉納したこと,その佑助を与えたことを言うものであろう。
次の「尤いに天子の結命を保受 (授)す」は,徐氏は「尤」はたで,匡と同じで輔の義,尤,保,
受 (授)は三動詞の連用,「緒」は金文習見の「結綽」とし,『詩』衛風・漠奥の「寛たり,綽たり」
を引いて,「結綽即寛綽也,緒命,即寛綽的命運」と解する。李氏は,「尤」は甲で語首助詞,「保受」
は「両字連文同義,≪書。召詰>“保受王威命明徳"。」と解し,「緒命」は,同じ金文求福の辞を引
いて,「甜令,即穀命。西周銘文常見綽貼,前人己指出就是≪説文>的群霧れ として,長命の意と
する。0。
荼氏も,「緒命」は,金文の求福の辞の「緒綽」や「綽結」が「永命」や「眉壽」と連言するとし,
「結綽」は寛緩の意と近 く,「結命」は,やはり,おおむね長命の意味とする。通釈は,「尤」と釈
されている字はおそらく副詞で,「保受」は二字連文とし,「緒命」は晋姜鼎銘の「晋姜,用て眉壽
を綽結することを祈り」を引いて, このように永命を求める辞に用いるとする。そして,前後の文
意が,天子が神事につとめ,その宏譲に努力し,上帝もこれを嘉して福藤を与えるということであ
るから,上帝が天子の徳を称して長壽を与えることを言うとする。の。これらの解釈でよいように思
える。この「結命」には,この他,善夫山鼎銘律0とこ「用て眉壽綽結にして,永命霊終ならむことを
祈勺す」や,察姑毀銘 (両周隷一九ニオ)に「用て眉壽を祈句し,永命を綽緒す」などとある。や
はり,天子に眉壽,霊終を与えるものであろう。
以上は,上文に現天子が王朝の開設者,“文王"と“武王"との功績を承け継ぎ,その内容として,
「上下を撼祁して,連慕を極獄す」と言う,それによくつとめた事を言うから,皇天上帝が現天子
(即ち共工)を嘉して,現天子に福隷・佑助を与えたことを言うのであろう。その結果として,次
の文,即ち「厚福豊年にして,方賢却見せざるもの亡し」が来る。
この「厚福豊年にして,方量畑見せざるもの亡し」の後は,作器者 。史塔家の五代の先祖考の功
績が始まるから,成周王朝の現天子に関する銘文はここで終わっている。
豊田 久 :成周王朝と「上下」考 (上)
つまり,現天子が王朝の開設者・“文王・武王"の功績,具体的には,“文王"の功績に当たる「上
下の旬有」者としての,編き「上下」祭祀の主体者と,“武王"の功績に当たる「四方の旬有」者と
しての,主として,「四方」 (「四国」)の量方が引き起こす国際的紛争の収東・“乱"の鎮定をなす者
との両位を承け継ぎ,その結論部分として,現天子に対しこの「厚福豊年にして,方量邦見せざる
もの亡し」が来る。
この内,前者の「厚福豊年」は,「厚福」は抽象的だが,大きな福隷を受けると言う,上文の「上
下に擦祁す」の「上下」諸神につとめるのと同じく,神秘的な範疇に属する“
lち「豊年」は稔り豊か。
「年」は「みのり」の意味である。“年穀の豊穣"を言う。
一方の,この「厚福豊年にして」と対となる「方璧畑見せざるもの亡し」は,徐氏は「邦」は隠
いて支を献上する献の本字で,戦いに敗れ武装を解除する字とする。李氏は,「方賛」は即ち量方,
「却」は侍の義で,「遠方的方国部落無不前来侍見。」と解し,襲氏は「却見」は「献見」の義で,
もと
「四方賛夷無不来朝。」と解する“
か。この「見」は,先の宗周鐘銘の「南夷。東夷の具に見するもの
二十有六邦」や旬旨父径蓋銘律0の「高父を率いて南淮夷を見せしむ」などの「見」と同義。即ち,こ
こは貫方 (「方曇」)の庶邦が皆周に入朝したこと,即ち王庭に来朝せざるものなしの意味である。
それは,嘗て見た,周初,大孟鼎銘の「(武工)……・灰の悪れたるを聞きて,四方を旬有す」の,
「四方」領域を全体的に秩序立てる,“武工"の功績とされる現実的な「四方の旬有」に相当する・ 0。
又,それは,その「四方の旬有」に当たる毛公鼎銘の「不廷方を率懐す」と言う,不朝の国の来朝
を言う,率循,懐柔を指す律0。       したが              ぉぉぃ
又,それは,先の大雅・常武の「彼の淮浦に率いて,此の徐上を省せよ,……濯に徐国を征す,
王猷允に塞つ,徐方既に来る,……四方既に平ぐ,徐方来庭す」の「徐方来庭す」に当たり,又,
その彎方が引き起こした「四方」領域での国際的紛争の収束を言う,先の「四方の旬有」に対応し
ていた「王肇めて文・武の勤めし彊土を通省す,南国の服子敢えて我が上を色虐す,正敦伐して其
れ至れり,……朕猷成有りて競う亡し,……獣其れ高年,H変く四国を保んぜん」(宗周鐘銘)や,「(皇
祖穆公)……四方を箕む,……≡民取方,南准夷・東夷を率いて,南国。東国を広伐し,……休に
して,王侯駅方を獲とす,岸に高成有り」(高鼎銘),「戎功を壮武にして,四方を経維す,……用て
量方を征せよ」(翫季子伯盤銘)とも,皆同義である“
0。
即ち,この「方賢邦見せざるもの亡し」とは,現実的な「四方」領域の経営を指し,まさに,上
文で現天子が王朝の開設者,“文王"と“武王"との功績を承け継いだと言う,その “文王"の功績
に当たる「上下の旬有」に対する,“武王"の功績に当たる現実的な「四方の旬有」員口ち「四方」経
営の安寧秩序に相当しているのである。
そうすると,この「厚福豊年にして,方量却見せざるもの亡し」の「厚福豊年にして」の方は,
現天子が承け継いだ王朝の開設者,“文王"と“武王"との功績の内,「方賃畑見せざるもの亡し」
が “武王"の功績の,即ち,主として,「四方」 (「四国」)の量方が引き起こす国際的紛争の収東な
どを言う「四方の旬有」 (「不廷方の率懐」)に対応するものであれば, もう一方の,この「厚福豊年
にして」の方は,同じ神秘的範疇に属する,“文王"の功績に当たる「上下の旬有」即ち編き「上下」
諸神の祭祀に対応していることが分かるであろう。この両者が合わさつて,多様な世界を統合する,
王朝の成立を意味していたのである。
鳥取大学教育学部研究報告 人文 。社会科学 第 43巻 第 1号 (1992)   39
四.おわ りに
以上,史培盤銘の本文章最初の,現天子 (即ち共王)が工朝の開設者・“文王。武工"の功績を承
け継いだと言うことから,嘗て論証した“
0,この “文王"と“武王"との具体的な功績を念頭に入
れて,以下の文章を読むことによって,すべて整合的に理解することができた。図式化すると次の
ようになる。
“文王"の「上下の旬有」→「撚祁上下」(上下を柊祁して)→「厚福豊年」(厚福豊年にして)
“武工"の「四方の旬有」→「極lEk逼慕」(逼慕を極獄す)→「方量亡不却見」(方貫期見せざる
もの亡し)
そうすると,今本稿で問題にしている,“武王"の「四方の旬有」に対する,“文王"の「上下の
旬有」の目標が「厚福豊年」にあったことが分かる。この内,「厚福」は一般的に厚き福隷として抽
象的であるが,その中でも「豊年」が特に明記されており,豊かな「みのり」即ち “年穀の豊穣"
として,具体的である。即ち,先秦王朝としての成周王朝の開設の一条件となる,“武王"の「四方
の旬有」 (「王」の位)に対置する,“文王"の「天命の膚受」 (「天子」の位)即ち「上下を旬有して,
造わせて高邦を受く」の一部分を構成する「上下の旬有」の最大の目標は,多くの福隷の内,「豊年」
即ち “年穀の豊穣"であったことが, ここに確認されたと思える。
この「豊年」が祈られる対象領域は,「天命の麿受」に当たるこの部分が,「上下を旬有して,造
わせて高邦を受く」とあったように,下文の多種多様な「高邦」世界に対してであったろう。
この「高邦」とは,先の宗周鐘銘に「王肇めて文・武の勤めし彊土を通省す,……南夷 。東夷のとも              ● ・  ・ ・ ●
具に見するもの二十有六邦」とあり,又,師寅段銘 (両周隷一二五ウ～一三七オ)に「王若いて日
く,師寅父よ,淮夷はもと我が負晦の臣,……今,余肇めて汝に命じて……左右の虎臣を率いて,
淮夷を征し,B「きて阪の邦含を質さしむ」,句旨父径蓋銘に「南仲邦父,旬野父に命じて南諸侯にB口き,
高父を率いて南淮夷を見せしむ,……我乃ち淮に至るに,小大邦敢えて……具に王命を逆えざるも
の亡し」とあるように,成周王朝は南夷,東夷等の量方をも「邦」の名で呼んでいる。又,郁伯骰
銘 (両周隷一三七ウ～又一三七オ)に「工若いて曰く,都伯よ,朕が盃顕なる祖文・武,大命を膚
受す,乃の祖克く先王を筆け,翼けるに他邦よりす」とあって,「周邦」の外を「他邦」と呼んでい
る。このことからすると,年穀の豊穣が祈られた,その祈年の対象領域は,南夷,東夷等の督方庶
邦をも含めた,民族の多様性をもった広大な「高邦」世界に対してであったろう。
そして,成周王朝の開設の一条件として,「上下の旬有」即ち編き「上下」諸神の祭祀が挙げられ,
その最大の目標は,以上からして “年穀の豊穣"にあったと思える“
0。 このことは,王朝が,どの
民族の人々にも共通の最大の願いであった「豊年」即ち “年穀の豊穣"を,「高邦」領域を一つに統
合するために特に重視していた点が,当時の先秦王朝というものの視点から注目される。
そして,成周王朝の開設は,“文王"の功績に当たる「天命の麿受」(「天子」の位)と,“武王"
の功績に当たる,主として,「四方」 (「四国」)の賛夷が引き起こす国際的紛争の収束・精し"の鎮定
を言う,“彫弓矢"的性格をもつ「四方の旬有」 (「王」の位)とからなり“
り,更に,“文工"の「天
命の膚受」は,「上下を旬有して,造わせて高邦を受く」とあって,「上下の旬有」と「造わせて高
邦を受 く」 (「受民,受彊土」)との二つの部分からなっていた。の。この「上下の旬有」つまり編き「上
下」諸神の祭祀,即ち主に「豊年」と言う “年穀の豊穣"を条件として,直ちに下に「途わせて高
邦を受 く」 (「受民,受彊土」)員Πち「高邦」又は「民」と「彊土」に対する支配権を天が与えたと言
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う,受命思想が来ている。この両者の結びつきが,歴史的に意味するところは何であつたろうか。
この問題を考えるために,「豊年」を最大の目標とした「上下の旬有」の「上下」諸神の内容につ
いて,具体的に考えてみたい。
そのために,西周金文 (周公段銘,毛公鼎銘,大克鼎銘)の僅か数例の「上下」の用例から,直
接それを探ることはむつかしい。又,嘗て見たように,『周書』洛詰の「王若いて曰く,……天命に
奉答し,四方の民を和恒す,……惟れ公の徳は上下に明光し,四方に勤施す」や,召詰の「旦曰く,
其れ大邑を作り,其れ時より皇天に配し,塚んで上下を祀らん」,君束の「周公若いて曰く,君爽よ,
……我が後嗣子孫に在りては,大いに克く上下を恭せず(んば),…乃ち其れ命を墜とさん」など,
又,『詩』大雅・雲漢の「上下に隻塵し,神として宗ばざるは靡し」や,周頌・関予小子の「上下に
紹庭し,阪の家にレ降す,休なり皇考,以て其の身を保明す」に見える「上下」諸神の解釈につい
ては,後世,「天 。地」,「天神・地祗」,「上下神祗」などの諸説があった。
しかし,この「上下の旬有」は,「四方の旬有」に対して「上下の旬有」と言われ,同じく「旬有」
とあって「編き (あまねき)」 とあるから●0,この「上下」は多くの神々を指したようであり,又,
後述 (次号)する “武王"の祝文から言っても(5o,_般諸神の百神の義に解する方がよいように見
うけられる。又,史培盤銘冒頭の“文王"の「上下の旬有」の前文に,“文工"に対し「上帝,撚徳・
大号を降し,上下を旬有して,途わせて高邦を受く (けしむ)」 とあったように155ち“文王"の有徳
を記すと共に, この「上下の旬有」即ち編き「上下」諸神の祭祀は,「上帝」(天)がむしろそうさ
せたと解釈すべきものであった。
そこで,この「上下」諸神の具体的内容について,その用例の多い,西周時代の前,後の時代か
らそれを探ってみたい。そこで先ず,次号では,西周時代の前,同じ「高邦」支配を行なっていた
先秦王朝 。段の,やはり神意を示す「上下」の具体的用例と,その「豊年」即ち “年穀の豊穣"の
ために殷王朝によって祭祀された,多くの対象神について見てみたいと思う。
江
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東京大学出版会,1980年,所収,415～435頁,参照。なお,田中柚美子氏 (「王と天子―周王朝と四方 (―)
一」『中国古代史研究 。第六』研文出版,1989年,所収)は,拙稿に対し,「天子」が内服に対応する称号で
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